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彙　
　

報　
二
〇
一
七
年
一
月
〜
六
月

大

谷

学

会

◇
春
季
公
開
講
演
会

五
月
二
十
二
日
（
月
）
午
後
一
時
二
十
分
〜

於

講
堂

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
現
場

か
ら
考
え
る
人
生
の
喜
び
と
悲
し
み
の
意

味
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
所
長

髙
木
慶
子

《
私
》
と
い
う
偶
然
を
め
ぐ
っ
て

本
学
准
教
授　

脇
坂
真
弥

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

一
月
十
六
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

於

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東

ア
ジ
ア
研
究
所
と
の
協
定
締
結
に
つ
い
て

・
二
〇
一
七
年
度
「
一
般
研
究
」
採
択
に
つ

い
て

・
特
別
研
究
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
研
究
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

西
蔵
文
献
研
究
班
嘱
託
研
究
員
の
追
加

・
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
と
の
共
同
研
究
の
論

文
集
の
発
行
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

　

真
宗
総
合
研
究
所
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員

の
採
用
に
つ
い
て

・
そ
の
他

二
月
九
日
（
木
）
午
前
九
時
三
十
分
〜

於

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
採
用
に
つ
い
て

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東

ア
ジ
ア
研
究
所
・
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
学
術
交
流
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

・
そ
の
他

二
月
二
十
日
（
月
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

於

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
東
方
仏
教
徒
協
会
規
程
に
つ
い
て

・
そ
の
他

三
月
二
十
二
日
（
水
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

於

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
二
〇
一
七
年
度
「
特
定
・
指
定
研
究
」
等

の
研
究
組
織
・
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
そ
の
他

五
月
八
日
（
月
）
午
後
〇
時
十
五
分
〜

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
二
〇
一
七
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
そ
の
他

◇
二
〇
一
六
年
度
「
指
定
研
究
」「
資
料
室
」

研
究
成
果
報
告
会

三
月
八
日
（
水
）
午
後
五
時
〜

於

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
七
教
室

◇
二
〇
一
六
年
度
第
二
回
研
究
員
総
会

三
月
八
日
（
水
）
午
後
六
時
四
十
五
分
〜

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
七
教
室

　

慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
四
階
南

真

宗

学

会

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
〇
七
号
発
行

（
三
月
十
五
日
）

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
〇
八
号
発
行

（
三
月
二
十
日
）
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◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会
な
ら
び
に
総
会

五
月
二
十
三
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

於　

二
号
館
二
二
〇
一
教
室

真
宗
の
学
び

本
学
教
授　

三
木
彰
円

◇
第
一
回
真
宗
学
会
例
会

五
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

於

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
七
教
室

卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
一
学
年　

五
名

仏

教

学

会

◇
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会
並
び
に
送
別
懇
親
会

一
月
十
二
日
（
木
）
午
後
五
時
〜於

尋
源
講
堂

卒
業
論
文
発
表
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
そ

の
後
慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
四
階
南
で
懇

親
会
を
行
っ
た
。

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会

四
月
十
三
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

於

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

四
住
期
と
ブ
ッ
ダ
の
言
葉本

学
教
授　

山
本
和
彦

哲

学

会

◇
『
哲
學
論
集
』
第
六
十
三
号
発
行

（
二
月
二
十
八
日
）

〈
目
次
〉

論
文

患
児
の
「
元
気
」
要
件
か
ら
考
え
る
「
医
療

化
」
命
題

翁　

和
美

直
観
と
表
現
の
問
題—

最
初
期
の
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
に
お
け
る
解
釈
学
的
直
観

荒
金　

拓

社
会
保
障
と
ニ
ー
ズ
の
ウ
ェ
イ
ト
付
け—

貧

困
理
論
の
視
点
か
ら—

 

志
賀
信
夫

個
人
の
社
会
関
係
が
外
界
認
知
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察

星
津
香
織

幼
児
は
ど
の
よ
う
に
遊
ぶ
の
か

森
田
裕
之

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
お
け
る
「
無
行
為

の
行
為
」
の
概
念

脇
坂
真
弥

学
会
活
動
報
告

◇
春
季
研
究
会

三
月
二
日
（
木
）
午
後
四
時
〜

於

慶
聞
館
Ｋ
三
〇
九
教
室

エ
ピ
ク
ロ
ス
に
お
け
る
死
の
恐
怖
に
つ
い
て

—

「
死
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
も
の
で

も
な
い
」
の
か—

本
学
大
学
院
修
士
課
程
哲
学
専
攻

小
林
辰
吾

関
係
論
的
存
在
論
と
現
代
社
会

本
学
社
会
学
科
准
教
授　

野
村
明
宏

◇
二
〇
一
七
年
度
総
会
・

『
哲
學
論
集
』
第
六
十
三
号
合
評
会

六
月
一
日
（
木
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
八
教
室

論
文
合
評

社
会
保
障
と
ニ
ー
ズ
の
ウ
ェ
イ
ト
付
け

—

貧
困
理
論
の
視
点
か
ら—

本
学
社
会
学
科
助
教

志
賀
信
夫

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
お
け
る
「
無
行
為

の
行
為
」
の
概
念

本
学
哲
学
科
准
教
授

脇
坂
真
弥

合
評
会
終
了
後
、
懇
親
会
及
び
新
入
会
員
歓

迎
会
を
行
っ
た
。

社

会

学

会

◇
社
会
学
科
公
開
講
演
会

六
月
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
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於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

福
島
か
ら
の
広
域
避
難
者
の
現
在

　

避
難
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の

 
え
ひ
め
３
１
１
事
務
局
長　

澤
上
幸
子

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
一
月
例
会

一
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

近
世
初
期
京
都
の
被
差
別
部
落—
六
条
村
を

中
心
に—

 

松
尾
奏
子

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
三
月
例
会

三
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

高
木
顕
明
の
思
想
歴 

上
山　

慧

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
五
月
例
会

五
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

〈
修
士
論
文
構
想
報
告
会
〉

生
身
仏
像
に
つ
い
て—

仏
舎
利
納
入
を
衷
心

に—
 

桝
谷
咲
衣

植
民
地
朝
鮮
と
日
本
仏
教

 
—

日
本
仏
教
界
の
布
教
と
朝
鮮
総
督
府
宗

教
政
策
を
通
し
て—

 

出
雲
路
真
志

文

藝

学

会

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
八
十
八
号

 

（
池
田
敬
子
教
授
退
職
記
念
）
発
行

 

（
三
月
Ａ
５
判
二
一
六
頁
）

〈
目
次
〉

『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
の
こ
と
ば
（
四
）

—

「
尼
」
と
「
出
家
」—

 

池
田
敬
子

人
麻
呂
の
表
現
意
識—

「
や
す
み
し
し
我
が

大
君　

高
照
ら
す
（
高
光
る
）
日
の
皇
子
」

を
め
ぐ
っ
て—

 

根
来
麻
子

『
石
清
水
物
語
』
と
近
衛
長
子—

成
立
年
代
に

つ
い
て
の
一
考
察—

 

関
本
真
乃

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
名
の
り
考—

類
型
と

そ
の
意
義—

 

城
阪
早
紀

中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享
受
の
一
様
相

—

『
名
所
和
歌
抄
出
』
を
中
心
に—

 

赤
瀬
知
子

『
伊
勢
源
氏
十
二
番
女
合
』
序
文
攷

 

安
達
敬
子

『
太
平
記
』
に
お
け
る
天
罰
・
天
譴
・
天
災

 

長
谷
川
雄
高

金
飛
礫
の
こ
と—

『
鈴
鹿
の
物
語
』
と
聖
徳

太
子
説
話—

 

安
藤
秀
幸

「
愛
火
」
か
ら
「
夜
叉
ヶ
池
」
へ—

泉
鏡
花
に

よ
る
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
「
沈
鐘
」
享
受
の
行

方—
 

安
藤
香
苗

高
校
古
典
教
育
に
お
け
る
和
歌
の
指
導—

近

現
代
短
歌
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
１—

 

中
川
眞
二

《
翻
訳
》

お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
の
導
入
研
究
（
後
篇
）

—
M

U
R

R
A

Y
 

S
. 

D
A

V
IS

, 
T

h
at’s 

Interesting!: Tow
ards a Phenom

enology of 

S
o

c
io

lo
g

y
 

a
n

d
 

a
 

S
o

c
io

lo
g

y
 

o
f 

P
henom

enology

（
訳
稿
）—

 

内
海
透
雄

 

大
秦
一
浩

中

国

文

学

会

◇
学
生
会
員
報
告
会

五
月
十
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
五
〇
二
教
室

香
港
旅
行
記 

岡
田
紗
織
里

杭
州
留
学
記 

銭
瓶
美
奈
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英

文

学

会

◇
『
英
文
学
会
会
報
』
第
四
十
三
号
発
行

 

（
三
月
十
日
）

〈
目
次
〉

T
he C

om
position of the L

andscape G
arden 

by 
E

dgar 
A

llan 
Poe: 

Passing 
through 

“T
he D

om
ain of A

rnheim
” into “L

andor’s 
C

ottage ” 
Y

oko Ikesue

ア
ヴ
ォ
ン
リ
ー
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
は
可
能

か 
石
本
哲
子

二
〇
一
六
年
度
卒
業
者
と
卒
業
論
文
題
目

学
会
だ
よ
り

国
語
教
育
学
会

◇
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

一
月
二
十
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

四
号
館
四
一
〇
二
教
室

物
語
教
材
の
指
導
法—

「
世
界
で
い
ち
ば
ん

や
か
ま
し
い
音
」
の
実
践
を
中
心
に—

 

井
上　

桜

絵
本
か
ら
考
え
る
子
供
の
世
界 

岩
倉
由
季

詩
教
育
に
お
け
る
指
導
法—

『
一
秒
の
言
葉
』

の
実
践
を
中
心
に—

 

奥
田　

萌

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
教
材
の
指
導
法

—

「
き
い
て
、
き
い
て
、
き
い
て
み
よ
う
」

の
実
践
か
ら—

 

黒
川
佳
那

言
語
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て—

「
慣
用
句
」

の
授
業
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

小
林
さ
く
ら

「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
指
導
法—

「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
を
中
心
に 

佐
伯　

樹

◇
『
大
谷
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
四
号
発
行

 

（
二
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

第
一
部　

大
谷
大
学
国
語
教
育
学
会
第
四
回

研
究
大
会
報
告

・
第
四
回
研
究
大
会
概
要

・
言
語
活
動
を
重
視
し
た
授
業
へ
の
一
考
察

—
教
材
研
究
を
活
か
し
た
授
業
実
践
へ—

 

望
月
謙
二

第
二
部　

投
稿
論
文

・「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
法

　

—

話
し
合
い
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て—

 

高
橋
茉
由

・
運
動
学
習
場
面
に
お
け
る
言
葉
に
よ
る
指

導
の
事
例
研
究—

年
長
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
児
へ
の
指
導
を
見
据
え
て—

 

高
瀬
淳
也

・
西
郷
竹
彦
「
典
型
を
め
ざ
す
読
み
」
に
対

す
る
一
考
察 

高
橋
茉
由

第
三
部　

二
〇
一
六
年
度
卒
業
論
文
発
表

会
・
卒
業
論
文

・
二
〇
一
六
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
報
告

・
二
〇
一
六
年
度
卒
業
論
文
六
編
（
題
目
・

氏
名
は
前
記
の
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
参

照
）人

文
情
報
学
科

◇W
elcom

e B
ack to C

am
pus day

三
月
二
十
七
日
（
月
）
午
前
十
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

次
年
度
の
学
び
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、

志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ト
ー
ト
試
験
、

Ｃ
Ｇ
検
定
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

文
書
情
報
管
理
士
、
そ
の
他
資
格
試
験
（
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
日
商
簿
記
三
級
、
英
検
）
説
明
を

行
っ
た
。
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◇
タ
イ
ピ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト

五
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
一
四
教
室

基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
、
Ｐ
検
タ
イ
ピ
ン

グ
〔
日
本
語
入
力
（
ロ
ー
マ
字
）
三
分
〕
で
の

ス
コ
ア
を
競
っ
た
。

◇
二
〇
一
七
年
度
卒
論
構
想
発
表
会

六
月
十
五
日
（
木
）
午
前
九
時
十
五
分
〜

六
月
十
六
日
（
金
）
午
前
十
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
一
四
教
室

六
月
末
提
出
の
卒
論
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
た

め
に
、
ゼ
ミ
毎
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
、

一
人
三
分
の
発
表
・
五
分
の
質
疑
応
答
の
プ

レ
ゼ
ン
大
会
を
開
い
た
。

短

期

仏

教

科

◇
『
仏
教
研
究
紀
要
』
第
三
十
九
号
発
行

 

（
三
月
十
八
日
）

〈
目
次
〉

学
び
の
成
果

 

大
谷
大
学
学
長　

木
越　

康

山
を
下
り
て
社
会
へ

 

仏
教
科
主
任　

井
上
尚
実

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
要
旨

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
全
文

親
鸞
の
宿
業
観—

凡
夫
と
い
う
自
覚—

 

小
原　

悠

出
世
本
懐—

自
分
と
は
何
か—

 

那
須
智
慧
海

研
究
課
題
名
別
卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト

一
覧

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
指
導
担
当
者
一

覧
幼
児
教
育
保
育
科

◇
卒
業
研
究
発
表
会

一
月
十
七
日
（
火
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
七
教
室

第
一
・
二
学
年
合
同
で
、
第
二
学
年
の
卒
業

研
究
の
発
表
会
を
行
っ
た
。
十
の
ゼ
ミ
か
ら

の
代
表
者
が
、
自
分
の
卒
業
研
究
に
つ
い
て

発
表
（
十
分
間
）
し
た
。

◇
研
修
会

五
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
〇
時
三
十
分
〜

 

於　

八
瀬
野
外
保
育
セ
ン
タ
ー

 

（
京
都
市
左
京
区
八
瀬
野
瀬
町
）

第
一
・
二
学
年
合
同
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。

保
育
者
と
し
て
の
企
画
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

第
二
学
年
の
学
生
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
内

容
に
つ
い
て
企
画
運
営
を
担
当
し
た
。

◇
大
谷
探
検
隊

六
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

 

於　

本
学
内

第
二
学
年
を
中
心
に
、
テ
ー
マ
を
「
〜
忍
者

〜
」
と
設
定
し
、
大
谷
幼
稚
園
の
年
長
児
に

よ
る
大
学
探
検
を
企
画
運
営
し
た
。
午
前
中

は
二
号
館
の
図
工
室
、
音
楽
室
、
保
育
室
を

使
い
、「
忍
者
屋
敷
」
を
演
出
し
、
子
ど
も
が

楽
し
め
る
様
々
な
内
容
を
展
開
し
た
。
昼
食

は
講
堂
棟
多
目
的
ホ
ー
ル
で
摂
り
、
学
生
と

園
児
が
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
午
後
は
体
育
館
で
、
日
頃
幼
稚
園
で
は

で
き
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
遊
び
を
企

画
し
た
。
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学
生
会
員 

投
稿
規
程

1
．
本
学
会
学
生
会
員
で
、『
大
谷
学
報
』
に
論
文
の
掲
載
を
希
望
す
る
も
の
は
、
指
導
教
員

の
推
薦
状
を
添
え
て
投
稿
で
き
る
（
一
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
）。

2
．
投
稿
さ
れ
た
論
文
は
、
審
査
を
経
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。

3
．
論
文
の
審
査
は
、
編
集
委
員
お
よ
び
編
集
委
員
が
選
任
委
嘱
す
る
審
査
委
員
（
若
干
名
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

4
．
審
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
と
し
、
②
③
の
場
合
に
は
、
投
稿
者
に
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
。

①
採
用

②
条
件
付
き
採
用
（
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
採
用
）

③
不
採
用

5
．
こ
の
規
程
は
、『
大
谷
学
報
』
第
八
十
九
巻
第
一
号
よ
り
適
用
さ
れ
る
。


